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1. 背景と目的 

 日本と韓国は共通の社会経済、文化的背景を有し、ともに少子化が進んでいる国として知

られる。ただし、日本および韓国の少子化過程は、どの程度類似し、また違いがあるのかに

ついては十分に検討されていない。本研究では、様々な角度から両国の結婚力および出生力

を測定し比較することで、(1)少子化過程における両国の共通点と相違点を明らかにすると

ともに、(2)コロナ禍後に日本において観察されている出生率の低迷と韓国で見られている

出生率の下げ止まりが何を意味し、今後どのような展開が予想できるのかを考えてみたい。

日韓で比較可能な指標を算出するために必要なデータは限られているが、公的統計あるい

は調査データを集計し、また近似的指標などを活用することで観察を行う。 

２．方法 

本研究では、子どもを生む年齢の女性の人口、初婚過程、出生過程、初婚から第 1 子への

移行などのパリティ拡大の状況、そして、その他の社会変容として、出生意欲、進学、国際

児の状況を比較した。初婚過程では、総初婚率や年齢別初婚率、合計初婚率のほか、コーホ

ート指標を観察し、また初婚ハザードによる厳密な行動変容の状況を確認する。出生過程に

ついても期間指標、コーホート指標で年齢パターンや合計水準、出生順別指標を観察する。

また、そうした動態変化の背景として、横断調査データで得られる出生意欲の観察から、い

つ頃から意欲の変化が起きているのかを観察し、大学進学率の時代変化も両国で確認した。

さらに日本国籍児、韓国国籍児にしめる国際結婚による子どもの割合を観察し、出生減の中

で起きている多様化の状況も確認する。 

３．結果 

韓国では 1970 年代生まれの女性で結婚の先送りが急速に進み、日本の非婚の水準を追い

越している。背景にユースバルジがあると考えられる。1990 年代生まれの 30 歳時点既婚者

割合は日本では 5 割に達しているが韓国は 3 割に達していない。パリティ拡大については

韓国の 1 子から 2 子への落ち込みが大きい。 

1980 年代生まれ以降の世代で日本との乖離が進んでいる韓国であるが、わずかに高年齢

での取り戻し（テンポ効果の回収）も見られる。2000 年代に急激に進んだ進学率も高止ま

りしており、変化が一段落する可能性もある。すなわち今日の韓国は、いきすぎた初婚率や

出生率の低下が止まり、高年齢でわずかに取り戻す段階に入っている可能性がある（ただし、

ハザードの上昇は確認できない）。一方で日本は、緩やかに非婚化が継続中であり、高年齢

での取り戻しも見られていない（ハザードの低下も止まっていない）。低下が続く日本と、

低下が止まり、行きすぎた非婚と未産をわずかに取り戻す韓国で、最終的に両者の水準が収

束していく可能性も想定されうる。 


